
 

 

                

【重点目標】めざす生徒の姿 

・学ぶ楽しさを「自ら学ぶ力」につなげ、目標を 
立てて学習に取り組む生徒 

・日宇中ＰＲＩＤＥを自覚し、やるべきことに、 
我慢強く、最後まで取り組む生徒 

・みんながリーダー・みんながフォロワーとしてより良い学校・学 
級づくりに取り組む生徒 

・自らの進化・成長に向け、「いのち」を輝かせて諸活動に取り組む 
生徒 

○日宇中ホームページアドレス 

http://www.city.sasebo.ed.jp/jh-hiu/ 
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に挙げて話がなされました。しずかちゃんタイプが
一番よく、そこから対応の仕方について学びまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【１年生】 
 １年生は、前期後半に向けて「自己管理（コロナ
対応、体調管理）」「学校のルールを守ること（身な
り）」「課題提出や授業態度」「よりよい集団を目指
すこと」について話がなされました。 
 その中で、「課題提出や授業態度」については、
成績に大きく影響する（成績はテストだけではな
い）。進路選択や将来の生き方につながることであ
り、大切にしてほしい。また「よりよい集団を目指
す」ためには、「自分の言動を見直すこと」「みんな
が安心で快適な学校生活になっているか考えるこ
と」が大切であり、「自分だけ」から「みんなで」
を気に留め、中学生らしい生活を心がけてほしいと
１年生の「心の成長」を願いながら伝えられました。 
 
 

専門委員会から 
 ９月の目標が以下のように決まりました。夏休み
明けに校内放送で話をした「整える（時間・心・場）」
を意識して行動できているでしょか。自分のやるべ
きことにしっかりと取り組み、伸びてほしいと思い
ます。 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 

 可能性を信じ、挑み続ける 
昨日、東京パラリンピックが閉幕しました。期間中、選手たちの果敢に挑もうとする姿に、「可

能性を信じ、挑み続けることの大切さ」を学ぶとともに、「自分も頑張らなければ・・」と行動す
る勇気をもらったような気がします。「Ｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅ→Ｉ‘ｍ possible」 これはパラリンピック選手たちが
体現するメッセージが込められた言葉です。「不可能（Ｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅ）だと思えたことも、考え方
を変えたり、少し工夫したりすればできるようになる（Ｉ‘ｍ possible）」という意味です。個々
の成長や集団としての高まりに向けて、日宇中生徒の「チャレンジ」を期待しています。 

 

 
 

学年集会から 
 ８月３０日（月）、各学年が学年集会を実施しま
した。学年集会では、各学年主任から個人として、
集団（学級や学年）として成長していくために必要
なことや目標について確認がなされました。 
 
【３年生】 
 ３年生は、「できない理由でなく、できる理由を
探す」という話をしていただきました。行動できな
い人に見られる特徴の一つに「できない理由探しが
ある。「時間がないからできない」「やる気がないか
らできない」等、行動しない人は、何かとできない
理由を探し出し、行動できない自分を正当化しよう
とする。できない理由を探し出すのは簡単ですが、
ネガティブな雰囲気も出てしまうため、人も運も逃
げていき、結局は自分の人生を悪くしてしまう。そ
こで、「できない理由ではなく、できる理由を探す」
ように考え方を変える。「忙しくてできない」なら
「じゃあ、休日にやろう」、「やる気がなくてできな
い」なら「じゃあ、やる気がなくてもできることか
ら始めればいい」と考えてみる。希望や目標がある
限り、それを達成したいと思 
う限り、可能性がある限り、 
できる理由を探して行動して 
いくことが大切です。 
 
※自分の進路実現に向けて、 
直向きに頑張ろう！！ 

 
【２年生】 
 ２年生は、学年目標の１つである「みんなが安心
できる学年」を達成するために、生徒評価等から挙
がってきた気になる意見をもとに話がなされまし
た。まず、「なくしたい言葉」「溢れさせたい言葉」
について考えを深めました。「なくしたい言葉」に
ついては、使った経験のある生徒も多く、「学年全
体でなくそう」と決意を新たにしていました。 

 
 

 
 
 
 
 
 次に、落ち着いた授業を受けるために「先生の話
は黙って聞く（自分のタイミングで質問したり、話
を遮るような発言をしたりしない）」、「仲間の発言
に関心を持って聞く」の２つを確認しました。 
最後に、友達と上手くコミュニケーションを取る

ためには、「適切な自己表現（アサーティブな自己 
表現）」が大切であり、自分も相手も大切にする気
持ちの伝え方について、ドラえもんの登場人物の
「のび太くん」「ジャイアン」「しずかちゃん」を例 

共に前へ 
～昨日までの自分（自分達）を超える～ 

 

 

〈なくしたい言葉〉  〈溢れさせたい言葉〉 
・バカ        ○ありがとう 
・アホ        ○大丈夫 
・死ね        ○おはよう 
・うざい       ○どうぞ（譲り合い） 
・きもい       ○すごいね 

 

【総務委員会】 
○授業前の３・２・１を守り、1分前黙想に力を 
入れよう。 

【学芸委員会】 
○棚、黒板周辺を整理しよう。 
【生活委員会】 
○全員で元気のよいあいさつをしよう。 
【給食委員会】 
○残さず均等につぎ分けよう。コロナ予防。 
【保体委員会】 
○ボールの正しい使い方を理解し、使用しよう。 
【整美委員会】 
○掃除の徹底。 
【図書委員会】 
○図書室のルールを守ろう。 
【視聴覚委員会】 
○お昼の放送をしっかり聞こう。 
【部活動委員会】 ※部活動委員会で検討 
 

 

 
しずかちゃんになろう！ 
① 相手を思いやる言葉を伝える。 
② 自分の思いを伝える。 
③ 相手に取ってもらいたい行動や自分が取りたい

行動を伝える。 
④ （③の反応を見て）再提案をする。 

・・・言葉のプレゼント 

http://www.city.sasebo.ed.jp/jh-hiu/

